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一
、

二

の

石

炭

資

料

の

紹

介

武

野

要

子

幕

末

長

崎

の
石

炭

に
関

す

る

資
料

の
中

か

ら

興

味

あ

る
も

の
若

千

を

と

り

あ

げ

、

左

に
紹

介

し

よ
う

。

そ

の

'

「

一
、

日

本

政

府

向

石
炭

囲

場

所

外

国

へ
御

差

図

の
事

右

は
北

米

西
方

亜

細

亜

東

方

に
於

て
蒸

汽

船

渡

海

の
為

め

就

中

北

米

合

衆

国

の
為

め

に
是

ま

で

既

に
唐

国

に

て
も

相

立

て
候

場

所

も

有

之

候

就

て
は

右

の
振

合

に

て

石
炭

囲

場

所

相

立

て
候

事

肝
要

と

奉

存

候

」

二
〇

〇

余

年

に

わ

た

っ
て
対

日
貿

易

を

半

ば
独

占

し

て
き

た

オ

ラ

ン
ダ

は
、

嘉

永

五
年

九

月

オ

ラ

ン
ダ

商

館

長

ド

ン
ケ

ル

・
ク

ル

チ

ュ
ウ

ス
の
名

前

で
、

極

東

の
政

治

経

済

情

勢

、

日

本

の
開

国

の

必
要

性

、

開

国

後

の
貿

易

の
あ

り

方

等

に

つ

い

て
、

四

箇

条

か

ら

な

る
意

見

書

を

長

崎

奉

行

に
提

出

し

た

。

右

は

そ

の
最

後

の
箇

条

の

一
節

で

あ

る
。

蒸

汽

船

の
燃

料

源

石

炭

の
貯

蔵

の
場

所

を

、

日
本

政

府

の
責

任

で
確

保

す

べ
き

こ

と
、

な

お

同

種

の
貯

蔵

場

が

す

で

に
中

国

に
建

設

さ
れ

て

い
る

こ
と

、
以

上

二
点

が

そ

の

お

も

な
趣

旨

で

あ

る
。

貯

蔵

場

を

日

本

の
ど

こ

に

設

け

る

か

に
つ

い
て

は

明

確

に
し

て

い
な

い
が
、

別

の
項

で
長

崎

港

を

通

商

の
場

と

す

る

と

し

て
幕

初

以

来

の
方

式

を
踏

襲

す

べ
き

旨

主

張

し

て

い

る

か
ら

、

貯

蔵

場

と

し

て
も

や
は

り

長

崎

一
港

を
宛

て
て

い
た

の

で

は

な

か

ろ
う

か
。

同
意

見

書

に

は
石

炭

貯

蔵

場

の
ほ

か

に
寄

港

船

舶

へ
の
薪

水

の
補

給

と

修

繕

用

ド

ッ
グ

の
提

供

が
要

求

項

目

と

し

て
あ

げ

ら

れ

て

お

り

、

交

通
革

命

の
中

で

日
本

の
開

国

が

不

可

避

で

あ

る

こ
と

を

強

調

し

て

い
る
。

貿

易

港

を

長

崎

一
港
に
限
定
し
、
日
本
商
人
を
こ
れ
ま
で
通
り
五
ケ
所
商
人
に
限
る
な
ど
、

開
港
後
も
自
国
オ
ラ
ン
ダ
の
取
引
き
上
の
優
位
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
手
前
勝

手
な
面
が
多
多
見
う
け
ら
れ
る
に
せ
よ
、
当
時
の
日
本
が
お
か
れ
た
国
際
情
勢

を
客
観
的
に
幕
府
当
局
に
説
明
し
た
点
は
、
大
き
く
評
価
で
き
よ
う
。
な
お
、

オ
ラ
ン
ダ
と
の
仮
条
約
は
安
政
二
年
九
月
締
結
さ
れ
、
同
年
十
月
出
島
の
門
が

開
か
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
二
百
余
年
に
わ
た
る
出
島
蘭
館
貿
易
に
終
止
符
を

う

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
二

「
使
節

一、

近
来
蒸
気
船
発
明
致
候
後
、
世
界
之
模
様

一
変
致
し
候
、
右
船
之
風

之
順
逆
二
不
拘
、
迅
速

二
海
上
往
来

い
た
し
、
た
と

ヘ
ハ
外
国

二
而
順

風
三
四
日
路
之
処
ハ
蒸
気
船
は
逆
風
二
而
も
右
日
和
を
以
通
船
相
成
候
、

是
を
以
懸
隔
候
国
々
も
互

二
近
く
相
成
、
異
国
之
船
之
往
来
繁
く
相
成

候

二
付
而
は
、
薪
水
食
料
を
求
候
た
め
是
非
御
国
地
江
立
入
可
申
、
且

石
炭
は
蒸
気
船
必
用
之
品
二
付
、
是
又
御
国
地

二
於
て
求
め
候

ハ
ね

ハ

難
相
叶
候
、
撮
又
軍
卒
之
器
械
古

二
引
競
候
而
は
追
々
精
密
辮
利
を
極

候
様

二
相
成
、
貴
国

二
も
御
備
無
之
而
は
難
成
時
世

二
付
、
御
入
用
之

儀
も
御
座
候

ハ
・
、
蒸
気
船
軍
船
は
勿
論
、
大
砲
其
外
之
軍
器
何
程
も

差
上
可
申
候

」

左
衛
門
尉



一、

心

得

候

右

は

政

府

之

指

揮

二
可

有

之

事

二
付

、

只

今

何

共

難

及
挨

拶

候

」

右

は
嘉

永

六

年

十

二
月

廿

四
日

に
行
な
わ
れ
た
、

ロ
シ

ア
使

節

と

幕

府

の
海

防

係

川

路

左

衛

門

尉

の
対

話

の

一
節

で
あ

る
。

い
わ

ゆ

る

「
蒸

気

船

時

代

」
の
到

来

を
的

確

に

説

明

し

て

お
り

、

そ

れ

に

つ

け

て

日
本

に
薪

水

や
食

料

を
求

め

て
外

国

船

が

入

港

す

る

の

は
必

至

で
あ

り

、

蒸

気

船

の

運

航

に
不

可

欠

の
燃

料

源

石

炭

は

当

然

日

本

で
求

め

ら

れ

ね
ば

な

ら

な

い
と

強

調

し

て

い
る
。

ま

た
、

興

味

深

い

の
は

西

洋

式

軍

備

の
拡

充

が
早

急

に

な

さ

る

べ
き

こ

と

と

そ

の
援

助

を

お

し

ま

な

い

こ
と

を
警

告

か

つ
提

案

し

て

い
る

点

で
あ

る
。

こ

の
対

話

が
、

長
崎

伝

習

1

洋

式

海

軍

技

術

・
操

練

術

の

輸

入

1

開

始

の
前

年

行

な
わ

れ

た

点

に

注

目

し

な
け

れ
ば

な

ら

な

い
。

そ

の
三

(
綴

り

は

原

史

料

の
ま

ま

)

T
o
 
t
h
e
T
r
e
a
s
u
r
y
 
o
f
f
i
c
e
r
s

N
a
g
a
s
a
k
i

G
e
n
t
l
e
m
e
n
s
P
l
e
a
s
e
 
 
s
e
n
d
 
t
o
 
t
h
e
F
o
r
t
y
 
t
h
o
u
s
a
n
d
 
p
i
c
u
l
s

C
u
e
t
h
a
g
e
 
a
s
 
s
o
o
n
a
s
 
p
o
s
s
i
b
l
e
b
y
 
t
o
 
b
e
 
p
a
i
d
 
f
o
r
 
i
n
 
o
l
d
 
o
b
b
l
i
g
e

・

2
0
t
h

M
.
e
w
a
r
e
s
A
u
g
u
s
t
1
8
5
9

千

八
百

五
十

九

年

八
月

廿

日
エ
ム

、

イ
ー

ウ

エ
レ

ス

訳

品

川

藤

十

郎

」

こ
れ

は

「
諸

勘

定
其

外

綴

込

安

政

六
未

御

開

港

以

後

元

治

元

年

迄

長

崎

運

上

所

」
の

一
節

で

あ

る

。

長

崎

港

停

泊

中

の

イ
ギ

リ

ス
蒸

気

船

カ

ッ
テ

ー

ジ
号

の

エ

ム

・
イ

ー

ウ

ェ
レ

ス

(
船

長

か
)

が

、

安

政

六
年

七
月

二

二

日
付

け

で
長

崎
会

所

へ
石

炭

四

〇

万

斤

の
融

通

方

を

依

頼

し

た
文

書

で

あ

る

。

長

崎

が
箱

館

と
共

に

イ
ギ

リ

ス
に

開

港

さ

れ

た

の

は
安

政

元
年

八
月

二
十

三

日

で
あ

り

、

同

六
年

と

い

え
ば

か

な

り

外

交

・
取

引

き

の
制

度

面

の

整
備

を

み

た

は
ず

で

あ

る

。

た

と

え

ば

石

炭

や
食

料

薪

水

な
ど

の

補

給

は
、

開

港

場

の
役

所

の
所

管

で
あ

る

こ
と

が
和

親

条

約

に

う

た

わ

れ

て

お

り

、

長

崎

で

は
幕

府

の
貿

易

機

関

で

あ

る

長

崎

会

所

が

そ

れ

を

担

当

し
、

石

炭

取

扱

い
係
と

い
う
名

目

で
四

、

五
名

を

配

置

し

た
文

言
中

「
長

崎

会

所

役

人

」
と

は

そ
れ

ら

を

示

す

も

の

で
あ

ろ
う

。

英

文

の
翻

訳

を

担

当

し

た

品

川

藤

十

郎

に

つ

い

て

は

あ

ま

り

明

ら

か

で

は

な

い
が

、

オ

ラ

ン
ダ

通
詞

の
品

川

氏

の

一
族

で

あ

ろ
う

か
。

品

川

忠

道

は

オ

ラ

ン
ダ
語

の

み

な
ら

ず

英

語

に

も

精

通

し
、

明

治

に

い

た
り

上

海

に

領

事

館

が

新

設

さ

れ

る

や
領

事

と

し

て

派

遣

さ

れ
、

総

領
事

を

経

て
、

外

務

省

通

商

局

長

に
任

命

さ

れ

た
。

三
井

物

産

な

ど

商

社

の
海

外

雄

飛

に

一
役

か

っ
た

と

も

い

わ

れ

て

い
る
。

「
暎

蒸
気
カ
ッ
テ
ー
シ
ー
船

七
月
廿
二
日

長
崎
会
所
役
人
江

石
炭

四
拾
万
斤
可
成
早

々
御
送
り
被
下
度
事

但
払
方
は
古
銀
札
に
て
可
致
候


